
年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 Ａ 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

1○

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ，我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもち，言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

文学国語

配当
時数

（Ａ組：澤本）

○

国語 文学国語

１
学
期

○

○ ○

○

・「待合室」（内海隆
一郎）

・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

【 知　識　及　び　技　能 】

国語 文学国語 2

（　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

態
領域

評価規準 知

『新編 文学国語』（大修館書店）

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，
自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担
い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深める
ことができるようにする。

5

思

○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

8

指導項目・内容単元の具体的な指導目標

・「飛ぶことを知って
いる魂」（梨木香歩）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

Ａ単元　心を見つめる
【知識及び技能】
常用漢字の基本的な読み書きを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
筆者が大切だと考えていることを読み取り、理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
文体の特徴や表現に注目しながら本文を読み味わい、筆者のメッ
セージを読み取る。

・「クルミの小部屋」
（河野裕子）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

・「桐壺」［源氏物
語］
・「若紫」［源氏物
語］
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

○ ○○

【知識及び技能】
常用漢字の基本的な読み書きを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉えるている。
【主体的に学習に取り組む態度】
文体の特徴や表現に注目しながら本文を読み味わい、筆者のメッ
セージを読み取ろうとしている。

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばし，他者との関わりの
中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにす
る。

定期考査

・「夏の月」（高階秀
爾）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

Ｂ単元　心を見つめる
【知識及び技能】
言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類をふまえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
学習の見通しをもって、随想を批評する活動を通して、言葉には想
像や心情を豊かにする働きがあることを理解する。

D単元　文化を感じる
【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
学習の見通しをもち、作品を解釈する活動を通して、自然に対する
ものの見方や感じ方、考え方を深めることに向けて取り組む。

Ｅ単元　小説を楽しむ（二）
【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増やし、文章の中で
使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価する
ことを通して、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味を持ち、登場人物の視点や表現の特色に注目しながら
内容を読み取る。

○

【知識及び技能】
言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、
描写の仕方などを的確に捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習の見通しをもって、随想を批評する活動を通して、言葉には想
像や心情を豊かにする働きがあることを理解することに向けて、粘
り強く自らの学習を調整しようとしている。

○

○

○

○

6

1

6

4

○

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増やし、文章の中
で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味を持ち、登場人物の視点や表現の特色に注目しなが
ら内容を読み取ろうとしている。

Ｃ単元　古典の世界４
【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、自分と比較しながら作者の感性を捉える。

○

○ ○

○ ○

○

【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深めようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するもの
の見方、感じ方、考え方を深めようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
学習の見通しをもち、作品を解釈する活動を通して、自然に対する
ものの見方や感じ方、考え方を深めようとしている。

○

【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、自分と比較しながら作者の感性を捉えようとし
ている。

○

○

○
定期考査



4

【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉えようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味を持ち、自分と比較しながら作者の感性を捉えようとし
ている。

○

7

○ ○ 1

○

○ 8○ ○

13

○

6○

○○○

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増やし、文章の中
で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するもの
の見方、感じ方、考え方を深めようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、登場人物の生き方から自分自身の生き方に関
する考えを深めようとしている。

○○○

G単元　小説を楽しむ（二）
【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増やし、文章の中で
使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価する
ことを通して、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、登場人物の視点や表現の特色に注目しながら
内容を読み取る。

・「おぼろ月」（藤沢
周平）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴの活用

Ｉ単元　小説を味わう
【知識及び技能】
文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理
解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について
考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、登場人物の心情の変化を読みとることを通し
て、この作品の寓意を読み味わう。

・「離さない」（川上
弘美）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

Ｈ単元　文化を感じる
【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
短歌の分析を通して、作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自
然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深める。

・「共感と驚異」（穂
村弘）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴの活用

・「こころ」（夏目漱
石）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

Ｆ単元　名作を読む（二）
【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増やし、文章の中で
使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにする。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するものの
見方、感じ方、考え方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、登場人物の生き方から自分自身の生き方に関
する考えを深める。

○○

【知識及び技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増やし、文章の中
で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
語り手の視点や場面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、登場人物の視点や表現の特色に注目しながら
内容を読み取ろうとしている。

○ ○

【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、自然などに対するもの
の見方、感じ方、考え方を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
短歌の分析を通して、作品の内容や解釈を踏まえ、人間、社会、
自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深めている。

○

○○

Ｋ単元　古典の世界
【知識及び技能】
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味を持ち、自分と比較しながら作者の感性を捉える。

○

Ｉ単元　小説を味わう
【知識及び技能】
文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理
解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について
考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、話しのおもしろさや、そこに込められた寓意を読
み味わう。

・「山椒魚」（井伏鱒
二）
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

○ ○

【知識及び技能】
文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理
解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性につい
て考察している。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、登場人物の心情の変化を読みとることを通し
て、この作品の寓意を読み味わっている。

○ ○ ○

○

定期考査

○ ○

【知識及び技能】
文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて理
解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
文章の構成や展開、表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性につい
て考察している。
【学びに向かう力、人間性等】
作品に興味をもち、話しのおもしろさや、そこに込められた寓意を
読み味わっている。

○ ○

・「能登殿最後」［平
家物語］
・「四面楚歌」［史
記］
・教科書、授業プリン
ト
・ＩＣＴ機器の活用

6

合計

78

２
学
期

３
学
期

○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

定期考査



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 A 組～ A 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

17

２
学
期

現代日本の諸課題について
【知識及び技能】
　現代の国際社会が形成される過程
や、そこから生み出された基本原
理、国際連合、人権問題、国際安全
保障について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代の国際社会が形成される過程
や、そこから生み出された基本原
理、国際連合、人権問題、国際安全
保障について、多面的・多角的に考
察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　現代の国際政治の在り方に対する
問や、日本と国際政治とのかかわり
について、問を見出し積極的に追求
する。

・指導事項
　国際社会と国際法
　国際連合と国際社会
　現代の国際政治
　人権問題
　軍拡・軍縮の流れ
　日本と国際社会とのかかわり

現代日本の諸課題について
【知識及び技能】
　現代の国際社会が形成される過程や、そこ
から生み出された基本原理、国際連合、人権
問題、国際安全保障について理解できてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代の国際社会が形成される過程や、そこ
から生み出された基本原理、国際連合、人権
問題、国際安全保障について、多面的・多角
的に考察し、表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
　現代の国際政治の在り方に対する問や、日
本と国際政治とのかかわりについて、問を見
出し積極的に追求できている。

・指導事項
　経済活動の基本原理
　市場の働き
　経済成長と国民の福祉
　金融
　日本銀行の役割と租税
　日本財政の諸課題

現代民主主義と日本の政治
【知識及び技能】
　民主主義に関する基本的な概念・知識を学
び、日本国憲法と諸権利、安全保障、日本の政
治制度について理解できている。
【思考力、判断力、表現力等】
　民主主義に関する基本的な概念・知識を基
に、日本国憲法と諸権利、安全保障、日本の政
治制度について多面的・多角的に考察し、表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　国民主権を担う公民として現代の日本や国際
関係に対して、積極的に問を見出し、追求でき
ている。

現代の国際政治
【知識及び技能】
　現代の国際社会を理解するための
基本的な国際関係や国際法、国際社
会の変化、国際連合、人種・民族、
軍拡・軍縮、平和主義について理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代の国際社会を理解するための
基本的な国際関係や国際法、国際社
会の変化、国際連合、人種・民族、
軍拡・軍縮平和主義について、多面
的・多角的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　国際社会の成り立ちや、現代の国
際関係について問を見出し、積極的
に追求しようとする。

・指導事項
　現代の国際社会と国際法
　国際社会の変化
　国際連合と国際協力
　今日の国際政治
　人種・民族問題
　軍拡競争から軍縮へ
　日本の外交と国際社会での役割

【知識・技能】
　現代の国際社会を理解するための基本的な
国際関係や国際法、国際社会の変化、国際連
合、人種・民族、軍拡・軍縮、平和主義につ
いて理解できている。
【思考・判断・表現】
　現代の国際社会を理解するための基本的な
国際関係や国際法、国際社会の変化、国際連
合、人種・民族、軍拡・軍縮平和主義につい
て、多面的・多角的に考察し、表現できてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　　国際社会の成り立ちや、現代の国際関係
について問を見出し、積極的に追求しようと
する。

14

○ ○ 15

現代日本の経済
【知識及び技能】
　経済活動の基本的な概念・知識を
学び、市場や企業の役割、経済成長
や金融、租税、日本経済の諸課題に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　経済活動の基本的な概念・知識を
基に、市場や企業の役割、経済成長
や金融、租税、日本経済の諸課題に
ついて多面的・多角的に考察し、表
現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　現代の経済や金融の仕組みや日
本・世界経済の諸課題について積極
的に問を見出し、追求している。

配当
時数

○ 10

思 態

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

【知識・技能】
　経済活動の基本的な概念・知識を学び、市
場や企業の役割、経済成長や金融、租税、日
本経済の諸課題について理解できている。
【思考・判断・表現】
　経済活動の基本的な概念・知識を基に、市
場や企業の役割、経済成長や金融、租税、日
本経済の諸課題について多面的・多角的に考
察し、表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　現代の経済や金融の仕組みや日本・世界経
済の諸課題について積極的に問を見出し、追
求している。

現代民主主義と日本の政治
【知識及び技能】
　民主主義に関する基本的な概念・
知識を学び、日本国憲法と諸権利、
安全保障、日本の政治制度について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　民主主義に関する基本的な概念・
知識を基に、日本国憲法と諸権利、
安全保障、日本の政治制度について
多面的・多角的に考察し、表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　国民主権を担う公民として現代の
日本や国際関係に対して、積極的に
問を見出し、追求する。

・指導事項
　民主政治の基本原理
　日本国憲法と諸権利
　安全保障問題と平和主義
　日本の政治制度

○

○

公民科 政治・経済

（A組：川田　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

公民科 政治・経済 2

１
学
期

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解するとともに、諸資料から、倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付けるようにする。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

①現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を
養う。
②多面的・多角的な考察や深い理解を通じて、公民とし
て、自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，我が国
及び国際社会において国家及び社会の形成に、積極的な
役割を果たそうとする自覚を深めさせる。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

①社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向け
て探究するための手掛かりとなる概念などについて理解
する。
②諸資料から、社会の在り方に関わる情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身に付けさせる。

①国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準
となる　考え方や政治・経済に関する概念や理論などを
活用して，現実社会に見られる複雑な課題を把握し，説
明するする能力を養わせる。
②判断基準を根拠に構想する力や，構想したことの妥当
性や効果，実現可能性などを指標にして議論し公正に判
断する力を養わせる。

高等学校　政治・経済(実教出版)

公民科

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用して、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参
画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される、現代社会に生きる人間としての在り方生き方
についての自覚や、公共的な空間に生き国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大切さについての自覚など
を深める。

政治・経済

【 知　識　及　び　技　能 】



３
学
期

12

現代の国際経済
【知識及び技能】
　基本的な国際貿易論と外国為替に
関する概念・知識を中心とし、第二
次世界大戦以降の貿易、グローバル
化、エネルギー問題について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　基本的な国際貿易論と外国為替に
関する概念・知識を中心とし、第二
次世界大戦以降の貿易、グローバル
化、エネルギー問題について多面
的・多角的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　国際貿易が現代の国際関係に与え
る影響など、現代の諸課題との関連
から問を見出し、積極的に追求す
る。

・指導事項
　貿易と国際収支
　外国為替市場の仕組み
　第二次世界大戦以降の国際経済
　新興国の台頭
　経済のグローバル化
　途上国の課題
　資源問題

【知識・技能】
　基本的な国際貿易論と外国為替に関する概
念・知識を中心とし、第二次世界大戦以降の
貿易、グローバル化、エネルギー問題につい
て理解できている。
【思考・判断・表現】
　基本的な国際貿易論と外国為替に関する概
念・知識を中心とし、第二次世界大戦以降の
貿易、グローバル化、エネルギー問題につい
て多面的・多角的に考察し、表現できてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　国際貿易が現代の国際関係に与える影響な
ど、現代の諸課題との関連から問を見出し、
積極的に追求できている。

10

国際社会における諸課題の探求
【知識及び技能】
　現代国際社会における難民問題
や、外国人労働者、エネルギー問
題、国際経済の格差、持続可能な平
和の在り方などについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　現代国際社会における難民問題
や、外国人労働者、エネルギー問
題、国際経済の格差、持続可能な平
和の在り方などについて多角的・多
面的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　国際的な諸課題に対する、解決方
法等について極的に追求する。

・指導事項
　国際社会の難民問題
　外国人労働者と移民問題
　地球環境・資源エネルギー問題
　国際経済格差の是正と国際協力
　持続可能な平和の在り方

【知識・技能】
　　現代国際社会における難民問題や、外国
人労働者、エネルギー問題、国際経済の格
差、持続可能な平和の在り方などについて理
解できている。
【思考・判断・表現】
　現代国際社会における難民問題や、外国人
労働者、エネルギー問題、国際経済の格差、
持続可能な平和の在り方などについて多角
的・多面的に考察し、表現する。
【主体的に学習に取り組む態度
　国際的な諸課題に対する、解決方法等につ
いて極的に追求する。

合計

78



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽し
さや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため、運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに、そ
れらの技能を身につけるようにする。

生涯にわたって運動を豊かにし継続するための
課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて
思考し判断するとともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝える力を養う。

現代高等保健体育

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断する力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】

保健体育 体育

（A組：松澤　　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

保健体育 体育 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

配当
時数

A 体つくり運動
【知識及び技能】手軽な運動を行
い、心と身体は互いに影響し変化す
ることを理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】生涯
にわたって運動を豊かにし継続する
ための課題を発見することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】互い
に助け合おうとすること、一人ひと
りの違いに応じた動きを大切にする
ことができる。

〇体つくり運動
・体幹トレーニング
・ストレッチ
・筋力トレーニング

【知識・技能】自己のねらいに応じて、効果的
な成果を得るための運動の行い方について言っ
たり書きだしたりしている。
【思考・判断・表現】生活様式や体力の程度を
踏まえ、自己のねらいに応じた運動の計画を立
案している。
【主体的に学習に取り組む態度】体つくり運動
に主体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○

12

10

○ ○ 8

○

E バレーボール
【知識及び技能】勝敗を競ったり
チームや自己の課題を解決したりす
るなどの多様な楽しさや喜びを味わ
うことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】チー
ムや自己の課題を発見し、自己や
チームの考えたことを他者に伝える
ことができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】一人
一人の違いに応じたプレイなどを大
切にしようとすることや互いに助け
合い高め合おうとすることができる
ようにする。

〇バレーボール
・パスの種類について
・サーブについて
・ルールについて
・スキルテスト
・ゲーム

【知識・技能】仲間と連動してネット付近で
ボールの侵入を防いだり、打ち返したりするこ
とができる。
【思考・判断・表現】チームでの学習で、状況
に応じてチームや自己の役割を提案している。
【主体的に学習に取り組む態度】作戦などを話
し合う場面で、合意形成に貢献しようとしてい
る。

【知識・技能】仲間と連動してネット付近で
ボールの侵入を防いだり、打ち返したりする
ことができる。
【思考・判断・表現】チームでの学習で、状
況に応じてチームや自己の役割を提案してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】作戦などを
話し合う場面で、合意形成に貢献しようとし
ている。

○

〇バドミントン
・ラケット操作
・打ち方の指導
・ルールについて
・スキルテスト
・ゲーム

【知識・技能】シャトルを相手側のコートの守
備のいない空間に緩急や高低などの変化をつけ
て打ち返すことができる。
【思考・判断・表現】仲間や自己の課題を解決
するための練習の計画を立ている。
【主体的に学習に取り組む態度】学習に主体的
に取り組もうとしているとともに、フェアなプ
レイを大切にしようとしている。

○

C バドミントン
【知識及び技能】状況に応じたラ
ケット操作によって空間を作り出す
などの攻防をすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】自己
の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて取り組み方を工夫す
る。
【学びに向かう力、人間性等】球技
に主体的に取り組むとともにフェア
なプレイを大切にしようとする。

各種の運動の特性に応じた技能および健康・安全について理解するようにする。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

運動における競争や協働の経験を通して、後世に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一
人ひとりの違いを大切にしようとするなどの意欲を育てる
とともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続し
て運動に親しむ態度を養う。

【知識・技能】球を相手側のコートの守備の
いない空間に強弱や高低などの変化をつけて
打ち返すことができる。
【思考・判断・表現】自己の課題を見つけ、
改善するための練習の計画を立ている。
【主体的に学習に取り組む態度】学習に主体
的に取り組もうとしているとともに、相手を
思いやる行動をしている。

○ ○ ○ 10

２
学
期

１
学
期

B 卓球
【知識及び技能】ラリーの中で状況
に応じて打ち返す位置を変化させた
り、相手の打った球に応じて適切に
打ち返すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】体力
や技能の程度、性別等の違いを超え
て、仲間とともに球技を楽しむため
の調整の仕方を見付けている。
【学びに向かう力、人間性等】相手
を思いやり、相手のペースに合わせ
た球を返すことができる。

〇卓球
・ラケット操作
・打ち方の指導
・ルールについて
・スキルテスト
・ゲーム

D 体育理論
【知識及び技能】スポーツの多様な
意義やスポーツの推進及び発展の仕
方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】主体
的、合理的、計画的な解決に向けて
思考し判断するとともに、他者に伝
える力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】生涯
を通してスポーツを継続するととも
に明るく豊かで活力ある生活を営む
態度を養う。

〇体育理論
・文化としてのスポーツ
・スポーツにおける技能と体力



12

12

F テニス
【知識及び技能】ラリーの中で状況
に応じて打ち返す位置を変化させた
り、相手の打った球に応じて適切に
打ち返すことができる。
【思考力、判断力、表現力等】体力
や技能の程度、性別等の違いを超え
て、仲間とともに球技を楽しむため
の調整の仕方を見付けている。
【学びに向かう力、人間性等】相手
を思いやり、相手のペースに合わせ
た球を返すことができる。

〇テニス
・ラケット操作
・打ち方の指導
・ルールについて
・スキテスト
・ゲーム

【知識・技能】球を相手側のコートの守備のい
ない空間に強弱や高低などの変化をつけて打ち
返すことができる。
【思考・判断・表現】自己の課題を見つけ、改
善するための練習の計画を立ている。
【主体的に学習に取り組む態度】学習に主体的
に取り組もうとしているとともに、相手を思い
やる行動をしている。

G バスケットボール
【知識及び技能】チームや自己の課
題を解決したり勝敗を競ったりする
など仲間と連携しゲームを展開する
ことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】パス
やシュートの種類について理解を深
め、その場に適した状況判断をして
いる。
【学びに向かう力、人間性等】仲間
の良さを認め、フェアなプレイを大
切にしようとしている。

〇バスケットボール
・パス、シュートの種類について
・ルールについて
・スキルテスト
・ゲーム

【知識・技能】味方が取りやすいパスを出した
り、空間に走りこんだりして得点につながる動
きをしている。
【思考・判断・表現】適切な状況判断をするた
めに、仲間の動きや相手の動きをよく見て考察
している。
【主体的に学習に取り組む態度】チームに貢献
し、フェアなプレイを大切にしようとしてい
る。

２
学
期

３
学
期

合計

78

H　 アルティメット
【知識及び技能】ディスクの扱いに
慣れ、自分の投げたいところに投げ
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】パス
の名称を覚えるとともに、ルールや
名称について言ったり書きだしたり
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】互い
に助言し合うなど、相手を思いやる
行動をしている。

〇アルティメット
・ディスクの持ち方について
・ルールについて
・スキルテスト
・ゲーム

【知識・技能】状況に応じてパスを使い分け、
空間に走りこむなどして得点につながる動きを
している。
【思考・判断・表現】ルールを正しく理解した
うえで状況判断をしながらプレーしている。
【主体的に学習に取り組む態度】仲間に助言す
るなど協力的に行動し、フェアなプレイを大切
にしている。

14



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 A 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 芸術文化に理解を深め生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てる

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 感性や想像力を働かせて心豊かな発想をし、よさや美しさなどを考え構想する

絵
・
彫

デ 映

14

○ ○ 16

アイディアスケッチ　スクラッチ
の特性を考えながら下描きするよ
う指導する
陰影を含む調子を入れていく

○ ○ ○

トレースに転写を使いこれまでとは違うリア
ルな下図作り  明るさを描く事,線の重ね具合
で調子を作る

○ ○ ○

○ ○ 14

２
学
期

木彫 装飾性・機能性を考えながら下書
きを考えさせる
用具の名称・使用方法・基本的な
技術を習得させる
鉄ヤスリを使って形を整える
斜めにヤスリをあて，刃を付ける
紙ヤスリを使って整える　ピカー
ルを使って仕上げる

○ ○

装飾性・機能性の両方に関する理解を深めさ
せる
安全に配慮しながら道具を使いこなせている
か   装飾的(なめらかな曲線)な形に近づいて
いるか
根気強く丁寧に作業をしているか  集中力・
持続力を持って制作しているか

○

油絵　アクリル画 油絵・アクリル画のテクスチャー
(個人の体調など配慮しながら、材
料の選択)　　　　アイディアス
ケッチ
下塗りから彩色にも細心の注意を
払いながら集中して仕上げてくれ
るか

○ ○

用具の名称・使用方法・基本的な技術を習得
できたか
ペインティングナイフを使ったテクス
チャー。筆を使った・など理解出来たか

○

○ ○ 14

デッサン　スクラッチ

１
学
期

デッサン 身近なものを持った手を描く

○ ○ ○

線だけでなく明暗を付けて立体的に表現でき
ているか
フォルムの美しさで絵画的に見えているか

○

平面構成　立体の意識 立体図形を正確に書き美しく切り
取り折れ線に沿ってカッターの後
ろで型をいれ折り込
平面図(幾何形体)に季節や、反復
をテーマに平面構成する
実際に作った幾何形体を手に持っ
てデッサンする

○ ○ ○

実際に立体を作ることで立体の意識を高める
細かな拘束条件を付けずに伸び伸びと制作さ
せ、其の発想を評価する
立体の意識を持ってデッサンできたか

○

芸術 美術Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

高校生の造形的な意識の向上と素材への適材適
所の使い方をしている

発想から完成までの計画性と創造的な表現の構
想を練ることで感性を高め技能を習得している

『美術２』（光村図書）　

芸術

発想から完成までの計画性と創造的な表現の構想を練ることで感性を高め技能を習得する

自分なりの発想や構想で表現の工夫をして個性豊かな表現する

美術Ⅱ

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

自分なりの発想や構想で表現の工夫をして個性
豊かな表現している

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

○ ○ 6○

全体の調子のバランスを見ながら丁寧に仕上
げさせ、達成感を味あわせる

○

合
計

78

思 態

○ ○ 14

３
学
期

デッサン　スクラッチ 仕上げ

○

【 知　識　及　び　技　能 】

○

高校生の造形的な意識の向上と素材への適材適所の使い方をする

美術Ⅱ芸術

（A組：橋岡　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 A 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

（A組：箕輪　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

外国語 英語コミュニケーションⅡ

外国語 英語コミュニケーションⅡ 2

英語コミュニケーションⅡ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を
深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこと、
話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにお
いて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技
能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、
日常的な話題や社会的な話題について、英語で情報や考えな
どの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に
理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合った
りすることができる力を養う。

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外
国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養
う。

VISTA English Communication Ⅱ（三省堂）

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況
などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これ
らを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

1
学
期

LESSON 6：Smart Agriculture

●スマート農業について、理解して
考えを深めることができる。

●スマート農業／忘れられない経験
／ポスターの感想／ドローンの危険
性についてやりとりしたり、ロボッ
トの活用場面について発表したり、
ポスターの文言を書くことができ
る。

LESSON 6：Smart Agriculture

○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

【知識・技能】
●聞：スマート農業について、現在完了形の受け身／助動詞＋受け身に注
意しながら、内容を聞き取る技能を身に付けている。
●読：スマート農業について、現在完了形の受け身／助動詞＋受け身に注
意しながら、内容を読み取る技能を身に付けている。
●話[や]：スマート農業／忘れられない経験／ポスターの感想／ドローン
の危険性ついて、与えられたフォーマットを参考にしたり、相手に意見や
考えを求める表現を用いたりして、考えを詳しく話して伝え合う技能を身
に付けている。
●話[発]：ロボットの活用場面について助動詞＋受け身を用いたりして、
考えを詳しく話して伝える技能を身に付けている。
●書：ポスターの文言について、与えられたフォーマットを参考に情報や
考えを書く技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
●聞：スマート農業についての概要や要点、必要な情報を、聞き取って捉
えている。
●読：スマート農業について、理解を深めるために、発表を読み取り、概
要や要点を把握している。
●話[や]：スマート農業／忘れられない経験／ポスターの感想／ドローン
の危険性ついて、相手に意見や考えを求める表現を用いたりして、考えを
詳しく話して伝えたり、相手からの質問に答えたりしている。
●話[発]：ロボットの活用場面について助動詞＋受け身を用いたりして、
考えを詳しく話して伝えている。
●書：ポスターの文言について、基本的な語句や文を用いて、与えられた
フォーマットを参考に情報や考えを詳しく書いて伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
●聞：スマート農業についての概要や要点、必要な情報を、主体的に聞き
取って捉えようとしている。
●読：スマート農業について、理解を深めるために、発表を主体的に読み
取り、概要や要点を把握しようとしている。
●話[や]：スマート農業／忘れられない経験／ポスターの感想／ドローン
の危険性ついて、相手に意見や考えを求める表現を用いたりして、主体的
に考えを詳しく話して伝えたり、相手からの質問に答えようとしたりして
いる。
●話[発]：ロボットの活用場面について助動詞＋受け身を用いたりして、
主体的に情報や考えを詳しく話して伝えようとしている。
●書：ポスターの文言について、基本的な語句や文を用いて、主体的に情
報や考えを詳しく書いて伝えようとしている。

○ ○ ○ 14

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

○ ○ ○ 1定期考査 ○

○

【知識・技能】
●聞：競技かるたについて、関係代名詞の非制限用法／関係代名詞whatに
注意しながら、内容を聞き取る技能を身に付けている。
●読：競技かるたについて、名詞の非制限用法／関係代名詞whatに注意し
ながら、内容を読み取る技能を身に付けている。
●話[や]：競技かるた／アニメについて、ディスカッションで用いられる
表現も用いるなどして、与えられたフォーマットを参考に、考えを詳しく
話して伝え合う技能を身に付けている。
●話[発]：正月の風物について、関係代名詞の非制限用法を用いて、与え
られたフォーマットを参考に、情報や考えを詳しく話して伝える技能を身
に付けている。
●書：日本のお土産について、関係代名詞whatを用いて、与えられた
フォーマットを参考に、情報や考えを詳しく書く技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
●聞：競技かるたについて概要や要点、必要な情報を、聞き取って捉えて
いる。
●読：競技かるたについて、理解を深めるために、対話を読み取り、概要
や要点を把握している。
●話[や]：競技かるた／アニメについて、基本的な語句や文を用いて、考
えを詳しく話して伝えたり、相手からの質問に答えたりしている。
●話[発]：正月の風物について、基本的な語句や文を用いて、情報や考え
を詳しく話して伝えている。
●書：日本のお土産について、基本的な語句や文を用いて、情報や考えを
詳しく書いて伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
●聞：競技かるたについて、概要や要点、必要な情報を、主体的に聞き
取って捉えようとしている。
●読：競技かるたについて、理解を深めるために、主体的に対話を読み取
り、概要や要点を把握しようとしている。
●話[や]：競技かるた／アニメについて、基本的な語句や文を用いて、主
体的に考えを詳しく話して伝えたり、相手からの質問に答えようとしたり
している。
●話[発]：正月の風物について、基本的な語句や文を用いて、主体的に情
報や考えを詳しく話して伝えようとしている。
●書：日本のお土産について、基本的な語句や文を用いて、主体的に情報
や考えを詳しく書いて伝えようとしている。

○ ○ ○ 15

LESSON 7：Martial Art on Tatami

●競技かるたについて、理解して考
えを深めることができる。

●競技かるた／アニメについてやり
とりしたり、正月の風物について発
表したり、日本のお土産について書
くことができる。

LESSON 7：Martial Art on Tatami

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 1
定期考査

○



14

定期考査 ○ ○ ○

○ ○

【知識・技能】
●聞：バイオロギングについて、分詞構文／強調構文に注意しながら、内
容を聞き取る技能を身に付けている。
●読：バイオロギングについて、分詞構文／強調構文に注意しながら、内
容を読み取る技能を身に付けている。
●話[や]：バイオロギング／海の生き物／好きな食べ物について、強調構
文を用いたり、相手に同意を求める表現を用いたりして、与えられた
フォーマットを参考に、考えを詳しく話して伝え合う技能を身に付けてい
る。
●話[発]：ペットの記録計について、基本的な語句や文を用いて、与えら
れたフォーマットを参考に、考えや意見を詳しく話して伝える技能を身に
付けている。
●書：学校内の出来事／ペットの記録計について、分詞構文などを用いな
がら、与えられたフォーマットを参考に、情報や考えを詳しく書く技能を
身に付けている。

【思考・判断・表現】
●聞：バイオロギングについて、概要や要点、必要な情報を、聞き取って
捉えている。
●読：バイオロギングについて、理解を深めるために、発表を読み取り、
概要や要点を捉えている。
●話[や]：バイオロギング／海の生き物／好きな食べ物について、基本的
な語句や文を用いて、考えを詳しく話して伝えたり、相手からの質問に答
えたりしている。
●話[発]：ペットの記録計について、基本的な語句や文を用いて、与えら
れたフォーマットを参考に、考えや意見を詳しく話して伝えている。
●書：学校内の出来事／ペットの記録計について、基本的な語句や文を用
いて、情報や考えを詳しく書いて伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
●聞：バイオロギングについて、概要や要点、必要な情報を、主体的に聞
き取って捉えようとしている。
●読：バイオロギングについて、理解を深めるために、発表を主体的に読
み取り、概要や要点を捉えようとしている。
●話[や]：バイオロギング／海の生き物／好きな食べ物について、基本的
な語句や文を用いて、主体的に考えを詳しく話して伝えたり、相手からの
質問に答えようとしたりしている。
●話[発]：ペットの記録計について、基本的な語句や文を用いて、主体的
に情報や考えを詳しく話して伝えようとしている。
●書：学校内の出来事／ペットの記録計について、基本的な語句や文を用
いて、主体的に情報や考えを詳しく書いて伝えようとしている。

○ ○ ○

LESSON 8：Biologging

●バイオロギングについて、理解し
て考えを深めることができる。

●バイオロギング／海の生き物／好
きな食べ物についてやりとりした
り、学校内の出来事について書いた
り、ペットの記録計について書いて
発表したりすることができる。

LESSON 8：Biologging

○ ○ ○

○ 1

ENJOY READING! 1：The Open
Window

●ナトル氏と登場人物のやり取りで
進む物語について、理解して考えを
深めることができる。

●物語について、続きを想像して、
書いたり発表することができる。

ENJOY READING! 1：The Open
Window

○ ○ ○ ○

【知識・技能】
●聞：物語について、これまで学習した文法事項や表現に注意しながら、
内容を聞き取る技能を身に付けている。
●読：物語について、これまで学習した文法事項や表現に注意しながら、
内容を読み取る技能を身に付けている。
●話[発]：物語について、続きを想像しながら、基本的な語句や文を用い
て、詳しく話して伝える技能を身に付けている。
●書：物語について、続きを想像しながら、基本的な語句や文を用いて、
詳しく書く技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
●聞：物語についての概要や要点、必要な情報を、聞き取って捉えてい
る。
●読：物語について、理解を深めるために、内容を読み取り、概要や要点
を把握している。
●話[発]：物語について、基本的な語句や文を用いて、情報や考えを詳し
く話して伝えている。
●書：物語について、基本的な語句や文を用いて、情報や考えを詳しく書
いて伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
●聞：物語についての概要や要点、必要な情報を、主体的に聞き取って捉
えようとしている。
●読：物語について、理解を深めるために、内容を主体的に読み取り、概
要や要点を把握しようとしている。
●話[発]：物語について、基本的な語句や文を用いて、主体的に情報や考
えを詳しく話して伝えようとしている。
●書：物語について、基本的な語句や文を用いて、主体的に情報や考えを
詳しく書いて伝えようとしている。

○ ○ ○ 15

定期考査
○

定期考査
○

1

３
学
期

ENJOY READING! 2：The Christmas
Truce

●第一次世界大戦におけるクリスマ
ス休戦の文章について、理解して考
えを深めることができる。

●文章について、出来事が伝える
メッセージを想像して、書いたり発
表することができる。

ENJOY READING! 2：The Christmas
Truce

○ ○ ○ ○

【知識・技能】
●聞：文章について、これまで学習した文法事項や表現に注意しながら、
内容を聞き取る技能を身に付けている。
●読：文章について、これまで学習した文法事項や表現に注意しながら、
内容を読み取る技能を身に付けている。
●話[発]：文章について、クリスマス休戦が私たちに伝えるメッセージを
考えながら、詳しく話して伝える技能を身に付けている。
●書：文章について、クリスマス休戦が私たちに伝えるメッセージを考え
ながら、基本的な語句や文を用いて、複数の段落を用いて詳しく書く技能
を身に付けている。

【思考・判断・表現】
●聞：文章についての概要や要点、必要な情報を、聞き取って捉えてい
る。
●読：理解を深めるために、第一次世界大戦におけるクリスマス休戦につ
いての文章を読み取り、概要や要点を把握している。
●話[発]：文章について、基本的な語句や文を用いて、クリスマス休戦が
私たちに伝えるメッセージについての考えを詳しく話して伝えている。
●書：物語について、基本的な語句や文を用いて、クリスマス休戦が私た
ちに伝えるメッセージについての考えを、複数の段落を用いて詳しく書い
て伝えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
●聞：物語についての概要や要点、必要な情報を、主体的に聞き取って捉
えようとしている。
●読：理解を深めるために、第一次世界大戦におけるクリスマス休戦につ
いての文章を読み取り、概要や要点を把握しようとしている。
●話[発]：物語について、基本的な語句や文を用いて、クリスマス休戦が
私たちに伝えるメッセージについての考えを、主体的に詳しく話して伝え
ようとしている。
●書：物語について、基本的な語句や文を用いて、クリスマス休戦が私た
ちに伝えるメッセージについての考えを、主体的に複数の段落を用いて詳
しく書いて伝えようとしている。

○ ○ ○

2
学
期

○ ○ ○ 1

○ ○ ○ 15

合
計

78



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：（ ）

使用教科書：
（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

2 プログラムの基礎(1) 1 簡単なプログラムの作成(VBA)
2 プログラムと変数

・複数の画像を表示するプログラムの作成方法
を理解できたか。
・プログラムにおける変数の役割について理解
したか。

〇 〇 〇

定期考査

4 プログラムの応用 1 配列とリスト
2 関数

・配列やリストを使って効率よく数値を処理でき
るプログラムを作る方法について理解できたか。

〇 〇 〇 5

3 プログラムの基礎(2) 1 順次探索
2 二分探索

・順次探索について理解したか。
・二分探索について理解したか。

〇 〇 〇

態
配当
時数

〇 7

9

10

1

情報と情報技術についての知識と技能、情報
と情報技術を活用して問題を発見・解決する
方法についての知識と技術を見つける。

情報に関する科学的な見方・考え方を働か
せ、さまざまな事象を情報とその結び付きの
視点から捉え、複数の情報を結び付けて新た
な意味を考える力を養う。

情報と情報技術を適切に活用することを通し
て、法規や制度及びマナーを守ろうとする態
度、情報セキュリティを確保しようとする態
度などの情報モラルを養う。

菊池　信隆

実教出版　情報Ⅱ

情報

【 知　識　及　び　技　能 】 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技術を習得する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

1 アルゴリズムと基本構造 1 アルゴリズムとは
2 アルゴリズムの基本構造

・アルゴリズムの基本やフローチャート(流れ図）
について理解したか。

〇 〇

定期考査

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会におけに主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用する力を養う。

情報 情報Ⅱ
情報 情報Ⅱ 2



合計

78

〇 4

8

3
学
期

9 情報システムとサービス 1 さまざまな情報システム
2 データの流れと情報システム
3 データベースとデータモデル

・インターネットで提供されるサービスとその活
用について理解できたか。
・GPSを使ったサービスについて理解できたか。
・データベースの意味と役割，リレーショナル型
データベースの機能について理解できたか。
・データモデルの違いと活用例について理解で
きたか。

〇 〇

定期考査

10 情報セキュリティ 1 情報セキュリティと対策
2 暗号技術

・情報の安全を守るために，組織が行っている
情報セキュリティ対策について理解できたか。
・情報セキュリティの３要素（機密性, 安全性, 可
用性）について理解できたか。
・情報セキュリティを確保するための対策（ファイ
アウォールの意味やアクセス制御など）について
理解できたか。
・暗号化を活用した技術について理解できたか。
・暗号化の技術とデジタル署名について理解で
きたか。
・デジタル署名や認証局について理解できた
か。

〇 〇

5

定期考査
1

8 ネットワークの仕組み

〇

1

7 データの活用

1 ネットワークの構成とプロトコル
2 インターネットの仕組み

・ネットワークとその構成について理解できた
か。
・インターネットに接続する機器の概要について
理解できたか。
・通信規約の役割について理解できたか。
・IPアドレスや, ドメイン名,  URL,DHCPサーバ,
DNS, HTMLについて理解できたか。

〇 〇 〇

1 データの収集
2 データの分析

・データの種類と，データの活用の手順や方法
について理解できたか。
・データの尺度水準，ビッグデータとデータマイ
ニングについて理解できたか。
・散布図と箱ひげ図によるデータ分析の方法に
ついて理解できたか。

〇 〇 〇

2
学
期

5 モデル化 1 モデルとは
2 モデル化（図的モデル）

・モデル化の手順や分類について理解できた
か。
・図的モデルの表現方法，簡単な自動販売機の
動作をモデル化する方法を理解できたか。

〇 〇 〇 7

6 シミュレーション 1 シミュレーションとは
2 シミュレーション(確定的モデル)
3 シミュレーション(確率的モデル)

・シミュレーションの手順と注意点について理解
できたか。
・確定的モデル、確率的モデルをシミュレーショ
ンするための手順について理解できたか。

〇 〇 〇 9

9

定期考査
1



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 A 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

78

○ 9

展開の公式
【知識・技能】
展開の公式を利用できる。
【思考・判断・表現】
式の展開は分配法則を用いると必ずで
きることを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
数の場合と同じように分配法則が使え
ることに関心をもち、考察している。

・式の展開についての説明と計算
練習
・授業プリントと教科書
・ICTの活用

【知識・技能】
展開の公式を利用できる。
【思考・判断・表現】
式の展開は分配法則を用いると必ずできるこ
とを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
数の場合と同じように分配法則が使えること
に関心をもち、考察しようとする。

○ ○

11

合計

○

３
学
期

多項式の乗法
【知識・技能】
指数法則を理解し、計算に用いること
ができる。
【思考・判断・表現】
指数法則を用いることにより指数の計
算ができることを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
数の場合と同じように指数法則が使え
ることに関心をもち、考察している。

・多項式の乗法、指数法則
・授業プリントと教科書
・ICTの活用

【知識・技能】
指数法則を理解し、計算に用いることができ
る。
【思考・判断・表現】
指数法則を用いることにより指数の計算がで
きることを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
数の場合と同じように指数法則が使えること
に関心をもち、考察しようとする。

○

15

２
学
期

単項式と多項式
【知識・技能】
ある量について、文字を使った式で表
すことができる。
【思考・判断・表現】
単項式と多項式、次数、同類項につい
て理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
単項式と多項式の違いを理解し、計算
ができることに関心をもち、意欲的に
取り組む。

・整式についての説明と計算練
習、単項式の計算
・授業プリントと教科書
・ICTの活用

【知識・技能】
ある量について、文字を使った式で表すこと
ができる。
【思考・判断・表現】
単項式と多項式、次数、同類項について理解
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
単項式と多項式の違いを理解し、計算ができ
ることに関心をもち、意欲的に取り組もうと
している。

○ ○ ○ 14

多項式の加法と減法
【知識・技能】
同類項をまとめることができる。
【思考・判断・表現】
同類項をまとめて整理することを理解
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
同類項とまとめることにより数の計算
と同じように計算できることに関心を
もち、考察している。

・多項式の加法と減法、式の展開
についての説明と計算練習
・授業プリントと教科書
・ICTの活用

【知識・技能】
同類項をまとめることができる。
【思考・判断・表現】
同類項をまとめて整理することを理解してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
同類項とまとめることにより数の計算と同じ
ように計算できることに関心をもち、考察し
ている。

○ ○ ○

計算の基本
【知識・技能】
累乗の計算、分数の計算ができる。
【思考・判断・表現】
最小公倍数を理解し、それを計算に用
いることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
最小公倍数を用いて通分することで、
分数の計算ができることに関心をも
ち、考察している。

・文字の決まりの説明と計算練
習、累乗の計算、分数の計算
・授業プリントと教科書
・ICTの活用

【知識・技能】
累乗の計算、分数の計算ができる。
【思考・判断・表現】
最小公倍数を理解し、それを計算に用いるこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
最小公倍数を用いて通分することで、分数の
計算ができることに関心をもち、考察してい
る。

○ ○

○ ○ 15

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

14

数学演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学における基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに、数学的に表現・処理し
たりすることができる。

数学を活用して、事象を論理的に考察し、数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表
現することができる。

数学のよさを認識し、数学を活用しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善
したりしようとする態度を身に付けている。

○

態
配当
時数

１
学
期

四則演算の基本
【知識・技能】
数の計算、分数の計算ができる。
【思考・判断・表現】
計算の優先順位を理解し、その優先順
位のとおりに計算ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数と式の計算に関心を持ち、意欲的に
解決している。

・整数の加減乗除の計算と演習、
分数の加減乗除の計算と演習
・授業プリントと教科書
・ICTの活用

【知識・技能】
数の計算、分数の計算ができる。
【思考・判断・表現】
計算の優先順位を理解し、その優先順位のと
おりに計算ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数と式の計算に関心を持ち、意欲的に解決し
ようとしている。

○

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

（A組：　森　　　）（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

新高校の数学Ⅰ　数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数と式、図形と計量、二次関数およびデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力、図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計
量について論理的に考察し表現する力、関数関係に着目し、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学 数学演習
数学 数学演習 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（４学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 A 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

食の安全性・衣生活の知識文化と知恵、被服の構
成と作成、環境に配慮した再資源化などの基礎的
なことについて理解し技能を身につける。

生活の中から課題を設定し，解決策，実践を評
価・改善し，考察し課題を解決する力を身に付
けている。

『家庭総合 自立・共生」・創造』（東京書籍）

家庭

生活の中から課題を設定し，解決策，実践を評価・改善し，考察し課題を解決する力を身に付けている。

課題の解決に取り組み，改善し，地域社会に参画し地域の生活を創造し，実践しようとしている。

家庭探究

【 知　識　及　び　技　能 】

合計

78

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

食生活の自立に必要な調理の知識と技術を身
につけつために、調理や加工によりおいしさ
が変化することを科学的に捉える。
配膳やマナーに関心を持つ。
郷土食や行事食などのよいところを継承・創
造するために、日本の食文化の特色を確認す
る。
食の安全について問題を見出して課題を設定
し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、
考察したことを根拠に基づいて論理的に表現
するなどして課題を解決する力を身に付けて
いる。

○ ○ ○ 16

食の安全性・衣生活の知識文化と知恵、被服の構成と作成、環境に配慮した再資源化などの基礎的なことについて理解し技能を身につける。

（　組：　　　　） （　組：　　　　）

課題の解決に取り組み，改善し，地域社会に参
画し地域の生活を創造し，実践しようとしてい
る。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭 家庭探究

（A組：檜山） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

家庭 家庭探究 2

【知識及び技能】

１
学
期

衣生活をつくる 衣生活と文化と知識 現代に受け継がれる日本の衣文化の工夫を受
け継ぐために、日本の衣生活の変遷や日本の
衣文化に込められる知識や技術について知
り、日本の民族衣装としての知識や世界の民
族衣装について理解を深める ○ ○ ○ 10

これからの衣生活 安全で健康や住環境に配慮した被服の管理に
ついて問題点を見いだして課題を設定し、解
決策を構想し、実践を評価・改善し、考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するな
どして課題を解決する力を身に付けている。

○ ○ ○ 20

食生活を考える 食品の選択と安全
食生活の文化と知恵
調理の基礎実習

２
学
期

被服を管理する 被服の役割を考える 被服の計画・管理に必要な技能が身に付いて
いるとともに、適切にできる。
私たちが被服を着用するに至った、社会的・
文化的背景と被服の多様な機能や特徴につい
て理解する。
用途に合った着装を実践できる力を身につけ
るために、社会生活を営むうえでの被服の役
割を理解する。 〇 〇 〇 28

３
学
期

超高齢化社会を共に生きる 高齢化社会の心身の特徴 加齢に伴う心身の変化や高齢者の生き方や尊
厳について理解を深める。
高齢者を支える社会の仕組みや課題について
考える。

〇 〇 〇 4



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：（ ）

使用教科書：
（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

1

２．私たちの社会とビジネス ビジネスの役割について、企業の社
会的責任や、環境、エネルギー、食
料などの社会的な課題及びビジネス
の動向・課題について具体的な事例
と関連付けて学ぶ。
実践する力、職業人として必要な豊
かな人間性、他者と協働する力を身
に付ける。

・商業を学ぶこと及びビジネスの意義と課題につ
いて、経済社会の持続的な発展と関連について
考えている。
・ビジネスの基礎的な事項について自ら学び、ビ
ジネスに主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○ ○ ○

定期考査

第3章
経済と流通の基礎
１．経済の仕組みとビジネス
２．経済活動と流通

経済の仕組みと流通の必要性につ
いて理解する。
経済の基本概念、流通の役割など
経済と流通に関する知識を基盤とし
て、流通に関する課題を発見し、そ
の解決方法を考える。
流通を支える組織の一員としての役
割を果たすことができる力を身に付
ける。

・経済と流通について経済社会における事例と
関連付けて理解している。
・経済と流通に関する課題を発見し、科学的な
根拠に基づいて課題への対応策を考えている。
・経済と流通について自ら学び、経済の基本概
念を踏まえ、流通と流通を支える活動に組織の
一員として主体的かつ協働的に取り組んでい
る。

○ ○ ○ 5

第2章
ビジネスとコミュニケーション
１．コミュニケーション
２．ビジネスマナー
３．情報の入手と活用

ビジネスにおける信頼関係構築の意
義と重要性を学ぶ。
ビジネスマナーの意義を理解し、場
面に応じて考え、活動できる力を身
に付ける。
企業活動における情報の重要性に
ついて理解し、情報の活用及び評
価・改善を行う。

・ビジネスにおける信頼関係構築について実務
に即して理解するとともに、関連する技術を身に
付けている。
・ビジネスの場面を分析し、ビジネスにおいて他
者への対応について考えている。
・情報を入手して活用し、評価・改善している。ビ
ジネスに主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○ ○ ○

態
配当
時数

○ 9

12

11

0

ビジネスについて実務に即して体系的・系統
的に理解するとともに、関連する技術を身に
付けるようにする。

ビジネスに関する課題を発見し、ビジネスに
携わる者として科学的な根拠に基づいて創造
的に解決する力を養う。

ビジネスを適切に展開する力の向上を目指し
て自ら学び、ビジネスの創造と発展に主体的
かつ協働的に取り組む態度を養う。

菊池　信隆

『ビジネス基礎 新訂版』（実教出版）　

商業

【 知　識　及　び　技　能 】 商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

オリエンテーション
第１章　商業の学習とビジネス
１．いざ、ビジネスの世界へ

商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネ
スの概要について理解する。

・商業を学ぶ重要性と学び方、ビジネスの概要
について理解している。

〇

定期考査

ビジネス基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を
養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

商業 ビジネス基礎

商業 ビジネス基礎 2

職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と
発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。



合計

78

○ 6

３
学
期

第7章
ビジネス計算
１．ビジネス計算の基礎
２．ビジネス計算の応用

ビジネス計算に関する知識や技術を
学ぶ。
ビジネス計算について学び、その知
識と技術で組織の一員としての役割
を果たすことができる力を身に付け
る。

・ビジネス計算について実務に即して理解すると
ともに、関連する技術を身についている。
・ビジネス計算について自ら学び、主体的かつ
協働的に取り組んでいる。

○ ○

定期考査

＜授業終了＞

5

定期考査
1

第6章
ビジネスと売買取引
１．売買取引の手順
２．代金決済

1

第5章
企業活動の基礎
１．ビジネスと企業
２．マーケティングの重要性
３．資金調達
４．財務諸表の役割
５．企業活動と税
６．雇用

売買取引、代金決済など取引に関す
る知識や技術を学ぶ。
取引に関する知識や技術を基に、実
務における取引に関する課題を発見
し、その対応策を考える。
契約の履行と締結について、組織の
一員としての役割を果たすことがで
きる力を身に付ける。

・取引について実務に即して理解するとともに、
関連する技術を身についている。
・取引に関する課題を発見し、科学的な根拠に
基づいて課題への対応策を考えている。
・取引について自ら学び、適切な契約の締結と
履行に主体的かつ協働的に取り組んでいる。

○ ○ ○

企業活動の形態と組織、マーケティ
ングの重要性と流れなど企業活動に
必要な知識を学ぶ。
企業活動に関する知識を基に、企業
活動の動向など、企業活動に関する
課題を発見し、その対応策を考え
る。
企業活動の展開について、組織の一
員としての役割を果たすことができる
力を身に付ける。

・企業活動について経済社会における事例と関
連付けて理解している。
・企業活動に関する課題を発見し、科学的な根
拠に基づいて課題への対応策を考えている。
・企業活動について自ら学び、企業活動に関す
る事例などを踏まえ、企業活動に主体的かつ協
働的に取り組んでいる。 ○ ○ ○

２
学
期

第4章
さまざまなビジネス(1)
１．ビジネスの種類
２．小売業

ビジネスの種類について理解し、流
通や流通に関わる様々なビジネスに
ついて学ぶ。
流通や流通に関わるビジネスに関す
る知識を基盤として、流通や流通に
関わる様々なビジネスに関する課題
を発見し、その対応策を考える。

・ビジネスの種類と流通や流通に関わる様々な
ビジネスついて、経済社会における事例と関連
付けて理解している。
・流通や流通に関わる様々なビジネスに関する
課題を発見し、科学的な根拠に基づいて課題へ
の対応策を考えている。

○ ○ ○ 9

さまざまなビジネス(2)
３．卸売業
４．物流業
５．金融業
６．情報通信業

流通や流通に関わる組織の一員とし
ての役割を果たすための力を身に付
ける。

・流通や流通に関わる様々なビジネスについて
自ら学び、これらの組織の一員として主体的か
つ協働的に取り組んでいる。

○ ○ ○ 9

9

定期考査
0



 

 

東京都立 大山高等 学校 定時制 課程 普通 科 

 

令和８年度「総合的な探究の時間」の全体計画 

 

１ 「総合的な探究の時間」の校内での名称（実施学年ごとに記入する） 

第２学年『総合（探究）』 第３学年『総合（探究）』 第４学年『総合（探究）』 

 

２ 学校の教育目標 

① 学問を愛し、真理を探究する精神を養い、生涯を通し知性の向上に努めさせる。 

② 情操を養い、明朗で清純な品性と礼節ある態度を培う。 

③ 正義と平和を愛し、心身ともに健全で実行力のある人間を育成する。 

④ 個性を伸長し、自主的精神を培うとともに、自己の社会性を自覚させる。 

 

３ 各学校において定める「総合的な探究の時間」の目標 
① 探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通してよりよく課題 

を発見し解決していくための資質・能力を育成することを目指す。 

② 学び方や考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に創造的に取り組む態度を育て、 

己の在り方・生き方を考える。 

 

４ 生徒・学校・地域の実態 
① 本校在校生は、義務教育期の不登校経験者が多い。だからこそ学び方やものの考え方 

を身に付け、主体的創造的に取り組む姿勢やコミュニケーション能力を育みたいと願
っている。 

② 地域・保護者は、本校を丁寧な生活指導を実施する学校と認知し、入学後は心身とも 
に健康で望ましい生活習慣を育成して欲しいと願っている。 

 

５ 指導体制（実施学年ごとに記入する） 

① 週時程への位置付け方（曜日・校時）及び授業時間数、単位数 

２学年 金曜日・３校時 １単位時間４５分とし、３９単位時間 

３学年 金曜日・３校時 １単位時間４５分とし、３９単位時間 

４学年 金曜日・３校時 １単位時間４５分とし、３９単位時間 

② 授業時間確保の方法 特定の期間に集中して実施しない。 

③ 校内の指導組織  

２学年２人、３学年２人、４学年２人、計６人の専任教員で担当する。 

④ 学習の評価 

２学年 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見出し、自分で課題を設定し、 

情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようになったか。 

３学年 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見出し、自分で課題を設定し、 

情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようになったか。 

４学年 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見出し、自分で課題を設定し、 

情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようになったか。 

⑤ 評価方法 

２年 出席・意欲・取り組み・レポート・発表など総合的に評価する。 

３年 出席・意欲・取り組み・レポート・発表など総合的に評価する。 

４年 出席・意欲・取り組み・レポート・発表など総合的に評価する。 

 

  



 

東京都立 大山高等 学校 定時制 課程 普通 科 

６ 育てようとする資質や能力及び態度 

① 基礎基本を重視し、学び方やものの考え方を習得することを通して社会の状況に応じ 

てその力を活用する。 

② 横断的探究的学習を通して、自己の在り方生き方を考えることができるようにする。 

③ 自分で課題を設定し、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができる 

ようにする。 

 

７ 内容（学習対象、学習事項）（実施学年ごとに記入する） 

＜学習対象＞ 

① 『総合（探究）』第２学年 

〇1学年時に探究した課題を踏まえて、その内容を発展させ調査・研究を行う横断的 

・総合的な講座。社会への貢献と進路選択について探究する。 

②  『総合（探究）』第３学年 

〇１・２学年時に探究した課題を踏まえて、その内容を発展させ調査・研究を行う横

断的・総合的な講座。社会への貢献と進路選択について探究する。 

③  『総合（探究）』第４学年 

〇１・２・３学年時に探究した課題を踏まえて、その内容を発展させ調査・研究を行

う横断的・総合的な講座。社会への貢献と進路選択について探究する。 

＜学習事項＞ 

○興味関心を見出し、進路に応じた課題に取り組み、自ら学び考える資質や能力を育む。 

調査研究結果の発表、進路選択の方法 

 

８ 学習活動 

① 第２、３、４学年『総合（探究）』 

生徒自身が課題を設定し、それについて調査・研究を行っていく。また進路につい

て考えることや、職業について考えるために横断的・総合的な講座に取り組み、自己

の在り方・生き方を探究する。 

 

９ 指導方法 

協働的な学習の充実を図り、一人１台端末を利用するなど情報活用能力・生成 AIの活

用能力の育成に向け、個に応じた指導ができるように少人数構成にしている。 

 

１０ 各教科等との関連 

① 【国語】言葉による見方や考え方を、授業でレポート作成とともに学習していく。 

② 【地歴・公民】地域の様々な文化や歴史を理解し、地歴総合の授業で学習していく。

また、民主的な考え方な社会とのかかわりについて、公民の授業で学習していく。 

③ 【保健体育】生涯を通じる健康の考え方や労働についてなどを、保健体育の授業で学

習していく。 

④ 【家庭】生活の営みに係る見方・考え方や具体的な消費生活などを、家庭の授業で学

習していく。 

⑤ 各教科で学習したことを基礎として、人格の完成や社会生活に生かしていくことを総

合的な探求の時間につなげる。定期的に検証を加え授業力向上の校内研修を実施する。 

 

１１ 外部との連携 

① 本校ホームページを活用して地域・保護者に広報し、年間１回の授業参観及び研究協

議会を実施する。 

② 城北中央公園管理センターとの連携を図る。 



 

 

 東京都立 大山高等 学校 定時制 課程 普通 科 

 

令和８年度「総合的な探究の時間」の年間指導計画 

（４学年） 

１単位時間の時間（４５）分 『総合的な探究の時間』 

学期 月 指導項目 指導内容 評価計画 配当時間 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

７ 

事前指導 

 

課題設定 

 

 

身の回りの地域につ

いて考える。 

 

 

社会貢献について考

える。 

 

 

ガイダンス 

 
調査・研究 

 

講座内容・評価方法の説明 

 

１、２、３学年の成果を踏まえ、新

たな取り組む課題を設定させる。 

 

自分たち学校周辺について、継続し

て情報を収集し整理・分析し自己の

考えを深化させる。 

 

身の回りの地域に対して継続して社

会貢献について考え、自己の考えを

深化させる。 

 

調べ方ガイダンス・課題設定 

 
設定した自己の課題について調査・

研究を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

出席､意欲などを 

総合的に評価 

２ 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

３ 

 

 

 

 

２ 

 

 

９ 

 

 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

 

調査・研究 

 

 

調査・研究 

 

研究論文作成 

 

研究論文作成 

 

設定した自己の課題について調査・

研究を行う。 

 

A４版に研究内容の概略をまとめる。 

 

研究論文を作成する。 

 

研究論文を作成する。 

 

 

 

 

出席､意欲、取り

組みなどを総合的

に評価 

３ 

 

 

４ 

 

５ 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

研究発表 

 

 

振り返り 

 

 

課題の設定 

 

 

 

 

研究論文の作成及び発表。 

 

 

振り返りを行い、自己の取り組みの

確認を行う。 

 

１年間の取り組みをまとめ、次の課

題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席､意欲、取り組

みなどを総合的に

評価 

４ 

 

 

４ 

 

 

３ 

   

配当時間

数の合計 

   ３９ 

 


